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は じ め に

南スマ トラの住民がかつてはどの地域に住

み,そこからどのようにしてその居住地域を

移動拡大 してきたのか,もとよりその正確な

過程をあとづけることは困難であろうが,言

語,方言の分布状況とそれ らの相互関係を明

らかにすることは少なくともその手掛 りを与

えて くれるに違いない｡ 今回私が行なった現

地調査の目的もおよそそのようなところにあ

った｡調査はわずか 2カ月足らずの短期間で

あったので,多 くを望まず,主だった方言に

ついて約 200語ほどの基礎語柔を集録するに

とどめた｡ 本稿は主としてその調査資料に基

づいて,南スマ トラ州の言語,方言の分布概

況とそれらの間の歴史的な関係について考察

しようというものである｡

Ⅰ 南スマ トラ州の言語分布

今回調査 した限りでは,南スマ トラ州各地

で話される言語は大別 してマレー語 (Bahasa

Melayu)の方言とランボン語 (BahasaLam-

pung)の方言に分けることができる｡ ランボ

ン系の言語は同州の東南部,およそカユアグ

ン(KayuAgung)からラナウ(Ranau)湖の

問の主としてコム リン(Komering)川の流域

に分布 し,ランボン語分布地域としてはいわ

ばランボン (Lampung)州の外延部を形成 し

ている｡南スマ トラ州のそれ以外の地域はお

そらく大部分が もっぱらマレー語が話される
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地域であり,同 じマレー語分布地域であるジ

ャンビ(∫ambi)州につながっているものと思

われる｡ただし今回の調査では ブギス (Bu-

gis)人,ジャワか らの入植者,スマ トラ原住

民といわれるいわゆるクブ (Kubu)族などの

言語については調査する機会がなかった｡

マレー語, ランボン語は,ジャワやスマ ト

ラの他の諸言語と同様に,系統的にはオース

トロネシア語族へスベロネシア語派西インド

ネシア語群に属するものとされている｡この

うちのマレー語,ランボン語,ジャワ語の三

つを比較すると,一応マレー語とランボン語

が近いようにはみえるけれども,ランボン語
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に対するマレー語の影響といったことも考慮

するならば,直ちにどれとどれが近いのか断

定することは難 しい｡いずれにせよ基礎語嚢

中の共通語嚢の割合は3- 4割かせいぜい4

割少々であって,およそ2,000年台とか3,000

年台とかの開きがあるものと思われる｡1)

先に述べたように南スマ トラ州におけるラ

ンボン系言言吾の分布地域は同州東南部,カエ

アグンより上流の地域である｡ カユアダン,

正 確 に いえば マルガ ･カユアグン (Marga

KayuAgung)では2種類のランボン語が話

される｡ カユアダン語 (Bahasa Kayu A-

gung)とカユアグンアス リ語 (BahasaKayu

AgungAsli)である｡カユアダン語は,今回

調査 した南スマ トラ州 ランボン語の中では最

も異質な方言であって,ただ一つ,ランボン

語 2大区分の一つであるアブン語(Abung)の

グループに属 している.アブン語はムンガラ

(Menggala)など主として ランボン州 の中部,

東部で話されるランボン語である｡これ以外

は,カユアダンアス リ語をも含めて,すべて非

アブン系のランボン語であった｡カユアダン

アスリ語は 本̀地カユアダン語'とでも訳すべ

きもので,現在ではカユアダンの中でコタ ･

カユアダン(KotaX･ayuAgung)の 1ドゥス

ン(dusun)で話されるのみであるが,この地

にカユアダン語がムンガラ辺りからもたらさ

れる以前より存続 していたものと思われる｡

カユアダン語に似ているが,もともとはコム

リン語の方言であったと考えられる｡

コム ])ン語 (BahasaKomoring,コム リン

語では BasaKumoring)という名称は必ず

しもその用法が一定せず,最も広い意味では

1)言語年代学的計算については拙稿[1977]を参
照｡ただし修正値の算出のしかたについて若干
改めるべき点がある｡また,本稿で用いた基礎

語嚢はスワデシュの200項目のうち比較的安定
度が高いと思われるものを150-170項目はど選
んであるので,平均残存率を若干高い目にとる
必要がある｡
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南スマ トラ州ランボン語のすべてを指すこと

がある｡本稿ではこれをより狭い意味に用い

て, タンジョンルブック (TanjungLubuk)

か らマルタプラ (Martapura)までの コムリ

ン川流域各村の方言に限定する｡本来のコム

リン語である｡ただし,このうちムンチャク

カバウ (MuncakKabau)からマルタプラま

での方言は他の方言と異質なところがあり,

現地でもこれをコムリンブアイ語またはブア

イ語 (BahasaKomeringBuay,BahasaBu-

ay)と呼んで,本来のコムリン語から区別す

ることがある｡

マルタプラを過ぎると,ブンガマヤン(Bu-

ngaMayang)か ら ムア ラ ドゥア (Muara

Dua)にかけてダヤ語 (BahasaDaya,または

BahasaKomeringDaya)が分布する｡ ダヤ

語の正確な分布は分か らないが,一部はムア

ラドゥ了より北のルンカヤップ(Lengkayap)

にも広がっている｡ ただし地理的にコム リン

語と接するブンガマヤンのダヤ語は,環地で

はダヤ,コムリンダヤなどとは呼ばずに単に

コムリン語という｡2) それよりさらに 山に向

かってラナウ湖にいたるとラナウ語 (Bahasa

Ranau)が話される｡ ラナウ語はランボン州

酉南岸のクロエ方言 (Kroe,最近の綴り字で

は Krui)に近 く,おそらくラナウ語はラナウ

からランボン州に通 じる道路に沿ってランボ

ン州の方へ分布 しているものと思われる｡

このほか,ブリタン (Belitang)の コ̀ム リ

ンアスリ語'をはじめ, ランボン州との 隣接

地域では別の方言が話されると思われ,アブ

ン系かコムリン語に近いか興味ある所である

2)正確にはKomeringUluという｡しかしKome-

ring語を KomeringUluと Komeringllirに
分けた場合,Komeringllirは OKI県 (Kabu-
patenOgandan Komeringllir)の方言,Kome-
ringUluは OKU 県 (KabupatenOgandan

KomeringUlu)の方言を指すようであって,莱
質的には KomeringUlu と本稿でのコムリン
語ははば等しい｡



三谷 :南 スマ トラ州の言語

が,今回は調査す ることができなか った｡

以上のランボン語分布地域にもマレー人一

主 としてオガ ン語を話す- も居住 し,また ラ

ンボン語系の住民 もたいていオガ ン語,パ レ

ンバ ン語などのマレー語をよ くするが,南ス

マ トラ州のこれ以外の地域はもっぱ らマレー

語の方言が話 される地域である｡ 南スマ トラ

州マレー語は, 一応, 高地マレー語 (High-

landMalay)とそれ以外一普通の,いわゆる

広い意味での リアウマレー語 (RiauMalay)

に属すると思われるもの- とに 2大別す るこ

とができる｡

主 として ラ- ット(Lahat)県の山地部を中

心に分布する 高地マレー語 は 従 来 M̀iddle

Malay'と呼ばれた ものにほぼ対応 し,3)異な

った名前のいろいろな方言があるがいずれ も

大体よ く似ている｡その分布は,パガルアラ

ムを含むいわゆる パスマ (Pasemah)地方の

パスマ語 (BahasaPasemah)を中心 として,

そこか ら四方に広が った恰好になっている｡

すなわち,東か ら東南にかけてはスムンド語

(BahasaSemendo)が,ムアラ ドゥアキサム

(MuaraDuaKisam),プラウプ リンギ ン(Pu-

1auBeringin),ム カ カ ウイ リル (:Mukakau

llir)といった辺 りまで分布 し,北か ら東北に

かけてはルマタン語 (BahasaLematang),エ

エム語 (BahasaEnim)と呼ばれる よく似た

方言が およそ ムアラエニム (Mu孔raEnim)

周辺にいたるまで分布,4) 西ない し西北の地

域にはキキム語 (BahasaKikim), リンタン

語または ア ンパ ットラワン語 (BahasaLin-

tang,BahasaEmpatLawang)など一群の方

言が,後述のムシ語 (BahasaMusi)の方言 と

混 じ り合 って, トゥビンテ ィンギ (Tebing

Tinggi)の辺 りまで分布- トゥビンテ ィンギ

では トゥビン語 (BahasaTebing)という-,

3)Voorhoeve[1955]参照｡

4)ただし,ルマタン(Lematang)川の下流はムシ

系の方言である｡

南のブンクル (Bengkulu)州にはスラウ ァイ

諺 (BahasaSerawei)が分布する｡

今一つ,おそ らくこの高地マレー語の分派

と思われるのがオガ ン語のグループである｡

オガ ン語 (BahasaOgan) は バ トゥラジャ

(BatuRaja)をは じめ主 としてオガ ン(Ogan)

川流域で話されるマ レー語であるが,同時に

コム リン川流域や ラナウ周辺で もパ レンバ ン

語 とともに半ば共通語的に使われているよう

にみ うけられる｡その分布は比較的下流にま

で広が っており,タンジョンルブ ック北部の

プガガ ンウル語 (BahasaPegaganUlu),5)コ

ム リン川 よりさらに東の プダマラン (Peda-

maran)のマレー語 (BahasaPedamaran)な

どもオガ ン語のグループに属する｡

一方,主 として ムシ (Musi)川流域に分布

するムシ語のグループは,高地マレー語に比

較すれば,標準的な半島マレー語により近い

ものである｡ このグループにはいわゆるムシ

語 とラワス語 (BahasaRawas)が含まれる｡

ムシ語 という名称は必ず しも一般的ではな く,

たとえば スカユ (Sekayu),ババ ットトマ ン

(BabatToman)など ムシ川中流域 ではスカ

ユ語 (BahasaSekayu),上流の ムアラク リン

ギ (MuaraKelingi)出身者は 自分の方 言 を

ムシウル語 (BahasaMusiUlu),ムアラサ リ

ン(MuaraSaling)周辺ではサ リン語(Bahasa

Saling),とい った具合にそれぞれの地名,也

方名で呼ぶが,サ リン語が音韻面で特徴的で

ある ほかは大体よ く似て いる｡ ラワス語は

ムアラル ピット (MuaraRupit)近 辺 出身者

の方言 ラワスイ リル語 (BahasaRawasIlir)

を調査 したのみであるので詳 しいことは分か

らないが,おそ らくムシ語に近いものであろ

う｡

このグループは東にはパ レンバ ン周辺まで

分布地を広げており,パ レンバ ン南方およそ

5)ただし,プガガンイリル語はムシ系であると推

測される(後述)0
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タンジョンラジャ (TanjungRaja)辺 りまで

のオガン川 より西側の方言は大体 この グル

ープに属する ものと思われる｡ プラブムリ

(Prabumlih)北方,グルンバ ン(Gelumbang)

のプリダ語 (Bahasalielidah)がそうであり,

若干異なった特徴をもつがタンジョンバ トゥ

(TanjungBatu)のブナサ ック語 または ムラ

ンジャット語 (BahasaPenasak,BahasaMe-

rallat)も基本的には おそらくこの グループ

に属する｡インドララヤ (Indralaya),タンジ

ョンラジャのプガガンイリル語 (BahasaPe一

gaganllir)を調査 し残 したのは残念だが,秤

内艮博氏の論文か ら判断するとこれもムシ語

の一種であろうと推測される｡さらにオガン

川,コムリン川以東の地域にも,たとえば,

トゥルンスラパ ン (TulungSelapan)のカユ

アロー (KayuAro)の方言は明らかにムシ語

であり,このような集落がほかにも散在する

ものと思われる｡

パ レンバ ン語 (BahasaPalembang,パ レン

バ ン語では BasoPalembang)はパ レンバ ン

市内とその近郊で共通語的に用いられるマレ

ー語で,生粋のパレンバ ン語にはジャワ語の

影響が顕著である｡その点で共時的には第 3

のグループとみなしてもよいのであるが,そ

の母体となったマレー語は,ムシ語ではない

にしても,やはり半島マレー語に近いものと

思われる｡パレンバン周辺の方言 も概ね同様

である｡ムシ川下流のムアラトラン (Muara

Telang)の方言は ほとんどパ レンバ ン語 と

同 じであるし,河口部の漁村スンサン(Sung

Sang)の方言はジャワ語要素 も多 く,いろいろ

な方言が混 じっていると思われるが,基本的

には半島マレー語に近いものである｡ しか し

パレンバ ン南方 の シラプラウパダン (Sirah

PulauPadang),パ ンパ ンガン(Pampangan),

トゥル ンスラパ ンなどの方言になると必ずし

もすっきりしない点がある｡このことについ

てはあとでまた触れるであろう｡

以上のほかに,OKU 県の 1マルガ,ムア

ラドゥアのマルガ･アジ (MargaAji)のみで

話される アジ語 または -ジ語 (BahasaAji,

Haji)というのがあって,現地の人々はこれ

をコム リン語,ダヤ語,オガン語,インドネ

シア語,ジャワ語などあちこちか ら少 しずつ

単語を借りてできた言葉だといってよく話題

にする｡確かに一見 しただけではマレー系か

ランボン系か直ちには分か らない｡筆者は今

のところ基本的にはマレー語の一種と考えて

いるが,まだ未解決の点 もあり,言語学的な

関心は別として本稿の主旨にとっては必ずし

も重大な問題ではないと思 うので,この言語

については別稿にゆずりたいと思 う｡

Ⅲ ランボン語の方言分類

ランボン語の方言分類については,Walker

[1975,1976]がある｡ 主としてランボン州の

方言に関するものであるが,それによると,

ランボン語の方言はアブン語 (Abung)と呼

ばれるグループとブシシルまたはパ ミンギル

(Pesisir,Paminggir)と呼ばれるグループと

に大別される｡ 後者は海岸ランボン語とでも

訳すべきものである｡アブン語の分布地域は

正確なことは分からないが大体 ランボン州の
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中 部 お よ び東 部 の 低地と思われ,Walker

[1975]ではムンガラ (Menggala),コタブミ

(RotaBumi),ジャブン(Jabung)の方言がこ

れに含まれる｡一方のパ ミンギル語のグルー

プは同州南部と西南部の海岸およびその内陸

山地部に分布 し,ラナウ語やコムリン語 もこ

のグループに属するという｡筆者 もこの 2大

区分には異論がないのだが,パ ミンギル語と

いう名称をコム リン語まで含めて用いるのは
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いかにも不適切であるし,アブン語以外が全

体としてアブン語と同程度にまとまったグル

ープというわけでもないので,この名称はも

う少 し狭い意味に限定 して用いたいと思 う｡
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カユアダン語

kodis

punyu

panaS

mat6panas

harong

mobah

onyi(<-6?)
d6kud(≡

m OgO

pulpu l

南スマ トラ州 ランボン語の中ではカエアグ

ン語がアブン語のグループに属する｡ このこ

とはカユアグン語が次のようなアブン語特有

の言吾をもつことか ら知ることができる｡

アブン語 (ランボン州)

kedis

punyu

panaS

matopana s

areng

ibah

nyO)一ou

diked0,-0u

megeu

pepul,pupul

また約150項目の基礎語嚢における共通語

嚢の割合は,アブン語以外のランボン語との

問では一般に6-7割であるのに対 し,アブン

語との間では約 8割であった｡例外はカユア

グンアス リ語と,もともとカユアダンアス リ

語が最も近かったと思われるタンジョンルブ

ックのコムリン語で,この 2方言との間にも

約 8割かそれ以上の共通語嚢があるが,これ

はカユアダン語とカユアダンアスリ語の相互

影響の直接間接の反映,地理的理由による共

通のマレー系借用語の存在といった理由によ

るものと考えられる｡実際またカユアダン語

がアブン語の支流であることはカユアダンに

おける伝説ともよく一致する｡すなわち,カ

ユアグンの住民の祖先はアブン人 ('OrangA-

bung)であり,ムンガラか らルンプイン(Lem-

puing)川流域を経て カユアダンに来たとい

うのである｡

次に,アブン語以外のランボン語方言は,

Walker[1976]では(1)コムリン語,(2)タロエ

方言 (Krui),(3)南部諸方言, (4)プビアン語

(Pubian)の 4グループに分類 しているが,

Walker[1975]にみえる スンカイ語 (Sung-

kai)を第 5グループとしてこれに加えるべき

他のランボン語6)

ipon

iwa,iwak

ran主,harani

mataranl,mataharani

halom,alom

buntak(一部‥rebah)

api

dipa,didipa

ratong

nyuah,suah

であろうOこのうちの(2)のグループには明ら

かにラナウ語が含まれる｡(3)に属する方言と

してはコタアダン (KotaAgung),ワイリマ

(WayLima),カリアンダ (Kalianda),トルク

ブ トゥン(TelukBetung)などランボン州南

部海岸の諸方言が挙げられており,おそらく

Walker[1975]のクランパダ ン (TalangPa-

dang)の方言 もこの グループ に含 まれる｡

Walkerの資料では プビアン語とスンカイ語

の位置が明記されていないが,前者はランボ

ン州中南部,後者は同州北西部のどこかでお

そらくマルタプラの東南方にあたると思われ

る｡

比較的 はっきり していることは(2)のラナ

ウ ･クロエ語と(3)の南部諸方言が相対的に近

く,(1)のコム リン語と明瞭に区別できるとい

うことである｡次の例を参照｡

ラナウ･クロ工, コムリン語
南部諸方言

手̀' culuk pungu
(カリアンダ:pungu)

足̀' cukut kukut

6)コムリン語,ラナウ･クロエ語,南部諸方言,
プビアン言吾,スンカイ語を含む｡
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犬̀' kaci(一部 :kuyuk) asu

花̀' kumbang,kam- bunga

赤̀い'suluh slau

笑̀う'lalang maha

眠̀る'pedom turul
(ブアイ:pedom)

切̀る'melok,pelok noktok

9̀' sIWa sual

鶏̀' manuk sISu
(ブアイ:manuk)

灰̀' hambua habu
(タランバダン:abu)

2方言ごとの共通語嚢率はばらつきがあっ

て必ず しも区別が明瞭ではないが,ラナウ･

クロエ語,南部諸方言の間で大体 8割台であ

るのに対し,それらとコムリン語の問では大

体 7割台である｡

筆者は先に言及 したパ ミンギル語という名

称をむしろこの(2)と(3)のグループ,すなわち

-ラナウ語を含めるには意味的になお若干の

抵抗はあるけれども-ラナウ･クロ工,南部

の諸方言の総称として用いるのが適当ではな

いかと思う｡ 総称といったのは,筆者の印象

によると,この中でラナウ語とクロエ語が 1

下位グループをなすことは確かだが (共通語

柔は約9割),残りの方言が それと対置でき

るような一つの下位グループをなすとは思え

ないからである｡少なくともカリアンダ方言

はほかとは 明らかに異なっているし,7)反対

にコタアダン方言は,とくに筆者の調査資料

によれば,ラナウ ･クロエ語との共通性が強

い｡

ラナウ･クロエ方言 コタアダン方言

手' culuk culuk

雨' teral labung

髪' buok buok

果実' wah wan,buah

腹' tenai tenai

短い' buntak buntak

骨' telan,tahlan tullan

脂肪' taboh,gabak taboh,gabak

さらに(4)のプビアン語 も基礎語柔をみる限

りこのパ ミンギル語･のグループに含めてよい

ように思える｡ 確かにプビアン語は以上 の

パ ミンギル語方言と異なった要素ももつけれ

ども (例.く男'ragah,パ ミンギル :bakas,

た̀ くさん'nayah,パ ミンギル :lamon),そ

の程度はカリアンダ方言の場合とたいして変

らない｡ 上例では, 手̀'pungu, 雨̀'hujan,

髪̀'buok,̀果実'buah,'腹'betong,短̀い'

buttak, 骨̀'tullan, 脂̀肪'tetaboh,となっ

ていて,プビアン語だけが特別に異なってい

る点はない｡ ただ Funke[1972]にはランボ

ン人の下位集団としてアブン(Abung),パ ミ

ンギル (Paminggir),プビアン(Pubian),お
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カリアンダ方言 その他

pungu culuk

ujan labung

wok buok

wah buah

bettong betong

rebbah rebah

balung tahlan,balung

taboh taboh

よ び 西ジャワか ら来 た というマ リンガイ

(Maringgai)の名が挙げられており,8)パ ミン

ギルとプビアンの間に何 らかの伝統的な区別

があるものと思われるので,一応プビアン語

をパ ミンギル語とは別にしてお くのが無難か

もしれない｡

一方,(I)のコムリン語のグループにはコム

リン言吾各方言のほかにカエアグンアスリ語が

含まれる｡コムリン語の方言について先に述

べるならば,今回調査 したタンジョンルブッ

7)その場合しばしばカリアンダ語形はアブン語と
一致する｡おそらくアブン語からの倍用語であ
ろう｡

8)ただしそれぞれの言語に関するFunke[1972]
の記述は全くまとはずれである｡
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ク, グヌンバ トゥ (GunungBatu),チュン

パカ (Cempaka), および クルンガンニヤワ

(KurunganNyawa)の方言の共通語嚢率はい

ずれの2万言問でも9割ないしそれ以上で,

インフォーマントが盛んに強調するほどには

方言差がなかった｡ しか しこのうちクル ンガ

ンニヤワで調査 したブアイ方言は語乗,音韻

の両面でかなり異質であり,時としてむしろ

パ ミンギル語との共通性を示すことがある｡

前出(p.472左上)の 眠̀る'pedom,̀鶏'manuk

のほかに次のような例がある｡

コムリン語 ブアイ語

(a) 背̀中' karuyung

腹̀' tanihi

鳥̀' manuk

(b) 魚̀' iwak

た̀まご' hatolui,hantolui

上例中(b)は音韻に関するものであるが,

このほかにコムリン語独特の音韻変化として

*Ce->Co-すなわち第 1音節の *-e-(中舌母

普)が -0-に変るという規則的変化があるの

にブアイ方言ではパ ミンギル語同株この変化

が生 じていない (例.̀食べる'meIlgan:mO-

ngan,広̀い'berak:borak,̀名前'gelar:go-

1ar)｡タンジョンルブック,グヌンバ トゥ,チ

ュンパカの方言の間ではとくに重大な差異を

指摘することは難 しいが,タンジョンルブッ

クでは単音節語に O-を付加する (あるいは

古い第 1音節 *e-を保持する)といった特徴

が目立つ (例. 1̀'sai:osai, 4̀'pak:opak,

女̀'bai:obai, 血̀'rah:orah)｡コムリン語

の方言分類に関して は コムリン出身の Abu

KosimSindapatiによる言語地理学的な労作

[1970]があるoそれによるとコム リン語の方

言は全体として一つの方言連鎖をなしている

が,大別すれば,下流より,(1)タンジョンル

ブックを含むブンクラ方言 (Bengkulah),(2)

タンジョンパル 方言 (TanjungBaru),(3)グ

ヌンバ トゥ,チュンパカ,チャンパ ンティガ

(CampangTiga)か らラスアン (Rasuan),

コタヌガラ(Kotanegara)辺 りまでの,コムリ

ン語の主だった方言を含むスムンダワイ方言

(Semendawai),および (4)ムンチャクカバウ,

パミンギル語

tundun tundun

betong betong(一部 :tenai)

burung burung,putit

lWa lWa

tahlui tahlui,tallui,telui

クルンガンニヤワ,マルタプラを含むブアイ

方言 (Buay)の4方言群に分けられるという｡

しかしその地図の上で等語線が最 も濃 く重な

っているのは(3)と(4)の問,すなわちブアイ方

言とその他の方言との境界であって,このこ

とは筆者の上述の観察ともよく一致する｡

カユアダンアスリ語は一見 したところカユ

アダン語によく似ているが,それは相互の影

響と共通の変化-た とえば *-a<16 の変化

(例. 冒̀'mata>mat6,cf.コムリン:mata,

アブン:nato,-ou)など-の結果である｡こ

の言語がカユアダン語のようなアブン系の言

語でないことは前出(p.471)のアブン語特有

の語例についてみれば明らかである｡すなわ

ち, 歯̀'ipon, 魚̀'iw6,'日'h6rani,'太陽'

mat6h6rani,̀ 黒 い'halom,̀短い'buntak,̀何'

api, ど̀こ'd6dip6, 来̀る'ratong, 焼̀ ('

nyuahなど,いずれもコムリン語,パ ミンギル

語など非アブン系と一致 している｡コムリン

語とパ ミンギル語が別形の場合は一部を除い

てコムリン語の方と一致する｡前出(p.47ト2)

の語例では,̀手'pungu,̀足'kukut,̀犬'asu,

花̀'bung6,'笑う'm6h6,̀眠る'turui,̀切る'

noktok,̀9'suai,'鶏'sisu,̀灰'habu｡例外は

赤̀ い'suluhでアブン系 カユアダン語からの

借用であろうO さらに *Ce->CO-の変化
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(̀食べる'mongan,̀広い'borak,̀名前'golar),

なかんず く単音節語の O-付加 (̀1'osai, 4̀'

opa血,女̀'obai)がみられる9)ことはタンジ

ョンルブックのコム リン語と最 もよく共通 し

ている｡約 150項 目についての共通語柔率も

タンジョンルブックとの問が約9割で他のど

の方言との間よりも高い｡以上のことか らカ

ユアダンアス リ語がもともとはコムリン語で

あって,その方言連鎖の最 も下流に位置する

ものであったと考えてまず間違いなさそうで

ある｡10)

ランボン州の側にもコムリン語かそれに近

い方言があることは当然期待されることであ

る｡筆者は Walker[1975]のスンカイ語 が

おそらくその 1例ではないかと考える｡スン

カイ語には他のどの方言にもみられない語形

が少数あったり (例.̀背中'kucilcil),コム リ

ン語よりむしろパ ミンギル語と一致する語が

少なからずあるため,これを純然たるコム リ

ン語の方言とみなすわけにはいかない｡前出

(p.47ト2)の語例では次の語がパ ミンギル語

の方 と一致 して い る :̀赤い'suluh,笑̀ う'

lalang,眠̀る'pedom,̀灰'hambua｡ しか し

どちらかといえばコムリン語の方と一致する

ものが多 く, とくにより基本的な語にそのよ

ダヤ語

9̀' suai

乾̀いた' ngeluh

小̀さい' renik

花̀' bunga

唾̀を吐(' mehartok,

ngahtokJ

meheletok

うな場合が多いようにみうけられる｡ 前出同

所の語例では次の語がコムリン語の方と一致

している :̀手'pungu,̀足'kukut,犬̀'asu,

花̀'bunga,̀切る'noktok∴島'manuk｡また

上例中の 眠̀る'や 腹̀'betongなどはコムリ

ン語でもブアイ方言とならば一致するもので

ある｡約 150項 目についての共通語嚢率 も,

パ ミンギル語との間が 7割台,コムリン語と

の間が 8割台で,そのうちブアイ方言との共

通語菓率が最 も高かった (86%)｡ これによ

く似たほかの方言資料がないので断定はでき

ないけれども,スンカイ語はコムリン語とく

にブアイ方言に比較的近いものであるとはい

えそうである｡

今回調査 したものの中ではダヤ語の位置づ

けが難 しい｡調査 したのはムアラドゥア,ル

ンカヤップおよびブンガマヤンのマルガ ･ト

ランバワン(MargaTulangBawang)の方言

で, 各方言間の共通語棄率はいずれも9割以

上で方言差は小さい｡すでに述べたようにダ

ヤ語はまたコム リンダヤ語とも呼ばれ,とく

に トランバワンでは単にコム リン語といった｡

実際コムリン語との共通語嚢は多 く,パ ミン

ギル語とは別形でコムリン語の方と一致する

例を探すこともさほど困難ではない｡

コムリン語

suai

ngoluh,ブアイ:nge-

ronik,ブアイ:re-

bunga

ngahalotok,

ブアイ:meheletok

方言対ごとの共通語棄率はいずれの場合 も

8割前後かそれを少々上まわる程度だが,どち

9)このことはアブン系カユアダン語にも部分的に
及んでいる｡

10)一説によればかつてはシラプラウパダン辺りま
でコムリン(Komering)人の集落があったとい
うが,真偽のほどはわからない｡
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パミンギル語

SIWa

kering,nyangu

lunik

kumbang,kam-

1ui,melui,ilui

(ワイリマ:ngeletopi)

らかといえばコムリン語,とくにプアイ方言

との間の方が高い｡ただ しラナウ語との間に

は9割近 くの共通語柔がある｡ そこで次のよ

うに考えることができそうである｡すなわち,

ダヤ語 もスンカイ語と同様にコム リン語の古

い分派であり,ラナウ語との一致が多いのは
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ラナウからの影響を受けたためであると｡ し

か しなが ら,より基本的と思われる語嚢につ

いてみると,コムリン語よりもむしろパ ミン

ギル語一般とよく一致するのであるOパ ミン

ギルとコムリンを典型的に区別する前 出 (p.

47ト2)の語例では,既出の 9̀',̀花'と 切̀る'

noktok (ただしル ンカヤップ :melok), 鶏̀'

sisui(ただしトランバワン :manuk)がコム

リン語の方と一致 し,̀赤い'abangが借用語

であるほかは,すべてパ ミンギル語の方に一

致する.ll)すなわち, 手̀'culuk,'.臣'cukut,

犬̀'kaci,'笑 う'1alang, 眠̀る'pedom,灰̀'

hembua｡このことを単に ラナウ語 の影響と

して説明するにはいささか無理があって,む

しろダヤ語がもともとパ ミンギル語の 1分派

とする方が正 しいのでないかとも思えるので

あるO

最後に,JZZL上述べてきたところにしたがっ

て,単なる臆測 も若干まじえなが ら,ランボ

ン語の発展のあとをふり返ってみよう｡Fun-

ke[1972]によれば アブン人はその故郷の地

を ラナウ湖東南方のスカラブラック (Sekala

Berak)と呼ばれる地方と信 じており, 現在

の方言分布の様態からみても,これはランボ

ン語がかつてラナウ周辺のどこかから分化,

発展 してきたことを示唆 しているように思 う｡

アブン人の東方移動, したがってアブン語の

本格的な分離それ自体は比較的あとのことで

あるかもしれないが,12)アブン語 とそれ以外

のランボン語との共通語柔率は6- 7割であ

って, ランボン語 の方言分化の はじまりは

1-2,000年か少な くとも1,000年前後はさか

のぼるものと思われる｡東方に移動したアブ

ン語はランボン州中部,東部の各地に拡散す

るが,残ったランボン語 もすでにコム リン,

スンカイ語のグループ,パ ミンギル,プビア

ン語のグループなどに分化 し,あるいはその

中間にダヤ語が形成されていたかもしれない｡

このうち第 1のグループはアブン語同様に移

動,分化 しつつ,一部は-マルタプラかどこ

かで-コムリン川流域に達する｡コム リン語

はそこか ら主として下流の方向に分村の繰 り

返 しなどによってカユアブン辺 りまで分布範

囲を広げ,同時に方言連鎖の形で分化 してい

く｡ここで先のアブン語の一部が北にも移動

し,カユアダンにおいてコム リン語と出会っ

た結果,カユアダン語とカユアダンアスリ語

が形成されるのである｡ 一方,上の第 2のグ

ループでは,おそらくプビアン語が最初に分

離,それに引き続いてパ ミンギル諸方言がス

マンカ川とかその他のルー トで南方へと拡散,

分化 していくのであるが,ラナウ語はその意

味ではいわば居残り組である｡ しか しダヤ語

がこの居残 り組から派生 したものか,あるい

はもっと前にすでに分化 していたものかは残

念ながらはっきりしない｡

Ⅲ 南スマ トラ州のマレー語

南スマ トラ州のマレー語の方言分類につい

てはすでに先の章でその大要を述べた形にな

っているから,ここでは具体例を示 しつつ若

干補足するにとどめたい｡

南スマ トラ州マレー語は全体に方言差が小

さく,その差異が借用語によるものであった

ll)むろん音韻変化の上でのコムリン語的特徴もな
い｡

りすると適時的分類の根拠はいよいよ少な く

なってしまう｡ その点,ムシ語,ラワス語の

グループと高地マレー語･との間の相違は比較

的はっきりしている｡前者には,私の資料で

は,スカユ,ババ ットトマン,ムアラクリン

ギ, ムアラサ リン, ムアラルピット (ラワ

スイリル)の方言が含まれ, 後者にはパス

12)Funke[1972]はこれを15世紀半ばとしている｡
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マ語,スムンド語,ルマタン語,エニム語,

キキム語, リンタン語, トゥビン語が含まれ

るが,この2グループ間の相違はたとえば次

のような例にみることができる｡

ムシ,ラワス語

髪̀' rambut,γambut

耳̀' teling占,一占k,-o

足̀' kaki

ひ̀ざ' lutut,10-

犬̀' kuyuk,ko-(ラワス:any6ng)

太̀った' gemok

人̀' uγang,uang

こ̀こ' disikak,-hikak,･siko

短̀い' p6nd6k

緑̀' ijau

軽̀い' ingan

唾̀を吐(' meluda,ma-

泣̀ く' nyemlllung,一mO-

約 170項目の基礎語嚢について調べた共通

語棄率は,各グループ内部では9割前後から

それ以上,両グループ間では大体 8割前後で

あった｡

すでに述べたように,パレンバン周辺でも

ブリダ語,ムランジャット語やおそらくプガ

ガンイリル語 もムシ語,ラワス語に近いもの

であり, トルンスラパンのカユアロー方言も

そうである｡いちいち語形を挙げることは省

略するが,資料のないプガガンイリル語は別

として,これらの方言では上例でも大部分が

ム シ語 の グループと一致 している (とくに

こ̀こ'disikak,disiko)｡例外は 犬̀'anjing,

nangiS,nang6S(ただし, カユアロー :nye-

molung) くらいのもので, これとて 共通マ

レー語的であるというだけで,積極的に高地

マレー語的というわけではない｡ただしこれ

らの方言にはパ レンバ ン語の影響,ないしは

おそらくそれを通 じてのジャワ語の影響が少

なからずある (例. 尾̀'buntut)0

上例中,一部を除いて明らかにムシ語のグ

ループの方が高地マレー語にくらべて標準的

476

高地マレー語

gumbak

cuping(キキムほか :telinge,-6,-0)

keting

lentuat,entuat,tuat

anJlng

bunguk(一部 :gemuk,-ok)

Jemeク~eJ~O

disini

pandak

ijang(一部:iju<パレンバン)

ampung

belioy,･uy,-ou

nangis(リンタン:nyemulung)

な半島マレー語(したがってインドネシア語)

とよく共通 している｡ これはこのほかの語嚢

についても,若干の例外や音韻的相違はある

けれども,一般によくあてはまることである｡

リアウマレー語の範境にどこまで含めるかは

いささか問題があって必ずしもこの名称の使

用をいさざよしとはしないのであるが,仮に

漠然と最も普通のマレー語の方言群とするな

らば,このムシ, ラワス語のグループが リア

ウマ レー語 の一種 である ことは疑 いが な

い｡13)そうすると,単なる地理的理由にすぎ

ないことではあるが,このグループがパレン

バ ンからムシ川沿いにさかのぼって広がった

と考えるよりも,具体的なルー トはともか く

として,方向としてはジャンどの方から移り

広がったと考える方がより自然であるように

思われる｡

パ レンバン語･も本来はムシ語などに近いも

のと思われるが,いささかその様相を異にす

る｡パレンバ ン語とその周辺の方言は,先に

13)Voorhoeve[1955]につけられたEsserの地図で
はスマトラ東岸寄りのマレー語はパレンバン語
も含めて,スマトラマレー語 (SumatraMalay)
と呼んでいる｡
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も述べた通 り,多数のジャワ語借用語によっ

て特徴づけられる｡ 生粋のパレンバ ン語では

たとえば次のような例をいくつも挙げること

ができる :頚̀'gulu, 魚̀'iwak, 花̀'kem-

bang, 水̀'banyu, 菓̀'godong, 根̀'oyot,

等等｡このほか本来のマレー語とも同源で

あるが形が ジャワ語形であるもの (例. 人̀'

wong,̀蛇'ulo),ジャワ語的音韻変化を経て

いるもの (例. 夜̀'malem,̀吸う'ngisep)皮

どもあるo また語末の*-a>-Oの変化もパ レ

ンバ ン語の場合はジャワ語の影響であるかも

しれない (例. 目̀'mato)｡約160項目の基礎

語嚢について調べると,もとからの共通残存

語 も含めると約半数近 くがジャワ語と一致す

るものであった｡14)ムシ川下流の ムアラ トラ

ンの方言はほとんどパ レンバ ン語と同じであ

るし,河口部に近いスンサンの方言は若干様

相が異なるけれどもパ レンバ ン語と同 じ程度

にジャワ系借用語がある｡

それではこのジャワ語化されたパ レンバ ン

語がもともとどのようなマレー語であったか

というと,ジャワ語の影響が長年月の蓄積で

あるとすれば,それは高地マレー語やムシ語

などの方言に分化する以前のマレー語であっ

た可能性 もむろんあるわけである｡しか し高

地マレー語的な特徴が全 くみあたらないとい

うことは,この言語がすでに高地マレー語と

は異なった,本稿にいうところの リアウマレ

ー語の一種であったと考えて差 し支えないの

ではないかと思 う｡ 前出(p.476)の語例では,

次の(a)がジャワ系借用語,(b)が本来のマレ

ー語であるが,(b)のうち積極的に高地 マレ

ー語特有といえるものはない｡

(a) 耳̀'kuping, 足̀'sikil,suku, ひ̀ざ'

jengku,人̀'wong (スンサン:urang),

縁̀'iju,'軽い'6nt6ng,̀唾を吐 ('beridu

14)もっとも,ジャワ系借用語が最も少ない高地マ
レー語でも,共通残存語を含めるなら3割強が
ジャワ語と一致する｡

(b) 髪̀'rambut,̀犬'anjing,̀太 った'ge-

muk,̀ここ'disini,̀短い'p6nd6k,̀泣 ('

nanglS

Lかしこのことは必ず しもパレンバ ン語がム

シ語のジャワ語化したものであることを意味

するわけではない｡むしろ,パレンバ ンの歴

史的性格からして,各地の リアウマレー語と

ジャワ語が寄与 しあって形成されたと考える

方が現実的であるように思う｡

一方,高地マレー語の方は語嚢面で普通の

マレー語と種々異なっており,これをもリア

ウマレー語の一種といってしまうにはいささ

か差異が大きすぎるように思う｡ しかしラワ

ス,ムシ語との共通語乗は大体 8割前後,せ

いぜい1,000年 前後のへだたりであって,時

としてなされるようにこれをマレー語とは別

の言語としてマレー語,ランボン語などと対

置するのはいささか誇張だといわねばならな

い｡高地マレー語がどこからどういうルー ト

で南スマ トラ高地に分布するようになったか,

今のところそれを確実に推測する手掛りはな

い｡しかしいったんこの地方に出現 してから

は,いわゆるパスマ地方を中心にそこから四

方に広がったという形跡がある｡先にも述べ

たように,スムンド語,ルマタン語,エニム

諺,キキム語, リンタン語,スラウァイ語と

いった方言がちょうどパスマ語を中心,として

四方に分布 しているからである｡このうち西

北方のキキム, リンタン, トゥビン語のグル

ープは,おそらくムシ語との接触あるいは部

分的混交によって,高地マレー語の中ではム

シ言吾との共通要素がとくに多 い方言 で あ る

(例. 耳̀'telinge,16,-0,他の方言は cuping)｡
オガン語のグループ,すなわちオガン語と

プガガンウル,プダマランなどの方言は,お

そらく高地マレー語と比較的近い関係にある｡

必ずしも完全に高地マレー語的というわけで

はなく,その特徴を欠 く部分も少なからずあ

るが,典型的な高地マレー語的要素を比較的
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よく共有 しているのである｡前出 (p.476)の

請で は,次の語が 高地 マレー語と一致 して

いる :̀髪'gumbak,'耳'cuping,̀足'keting,

ひ̀ざ'】entuat,entuat,犬̀'anjing,人̀'jeme

(オガンの一部のみ),̀ここ'disini,̀短い'pan-

dak, 軽̀い'ampung (オガンの一部のみ),

唾̀を吐 く'beliux (同), 泣̀ ('nangiS,na-

ng6S.例外は, 太̀ った'gemok,'緑'ijauと,

オガンの一部を除 く方言で 人̀'uxang,u-

hang,̀軽い'6nt6ng(<パ レンバ ン), 唾̀を吐

('beluda,meludaである｡また,上例中で

もそうであるが,同 じオガン語のグループの

中でも下流のプガガンウル,プダマラン語よ

りも上流のオガン語の方がより高地マレー語

の要素をよく保 っている｡ これらのことは,

ノヾンパンガン

髪̀' rambut

耳̀' kuping(∫)

足̀' keting(H)/sikil(∫)

ひ̀ざ' jengku(∫)

犬̀' anJeng

太̀った' gemok

人̀' wong(∫)

こ̀こ' disini

短̀い' p6nd6k

緑̀' iju(∫)

軽̀い' gnt6ng(J)

唾̀を吐(' meluda

泣̀ぐ (me-)nangis

一つの可能性は,いうまでもなく,これら

の方言,少な くともシラプラウパダン, トゥ

ルンスラパ ンの方言がもともと高地マレー語

に近いものであり,のちにパレンバ ン語の影

響を強 く受けたものだということである｡そ

シラプラウパダン,
トゥルンスラパン

水̀' ay6k

唇̀' bibiu

鳥̀' burung
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このグループが高地マレ-語の比較的古い分

派であり,オガン川沿いに下流へと分布範囲

を広げていったものであることを示唆 してい

るように思われる｡

最後に,さらに下手にあたるシラプラウパ

ダ ン,パ ンパ ンガン, トゥルンスラパ ンなど

の方言について言及 しなければならない｡こ

のうちパ ンパ ンガン語は,少なくとも筆者の

資料では,若干の特徴を除いて極めてパ レン

バ ン語に近い (したがってジャワ語要素が多

い)が,シラプラウパダ ン, トゥル ンスラパ

ンの方言はそれと同時にしばしば高地マレー

語的要素が目につ くのである｡たとえば次の

例で (H)と記 したものが それであり,(∫)は

ジャワ系借同語を表わす｡

シラプラウパダン,トゥルンスラパン

rambut

kuping(∫)

keting(H)

tuat(H)

anJlng

gemuk,-ok

uang

disini

p6nd6k/pandak(H)

iju(J)

ampung(H)

meluda,beluda

nangeS

の場合,それがオガン語のグループのさらに

分派であるとすればそれなりにすっきりする

のであるが,微妙なところでそうとは思われ

ないふ しがある｡ たとえば次のような例を比

較するとよい｡

オガン,プダマラン,
プガガンウル

ayax,aih

bibix,一h

buxung,-h･

高地マレー語

aygk,ayik

bibiγ,-u

burung
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とするとこれらの方言がオガン語とはまた

別の高地マレー語の分派ということになるの

だが,この考え方にはいささかの抵抗を感 じ

ざるをえない｡それよりもむ しろ次のように

考えられないだろうか｡すなわち,仮に高地マ

レー語がパスマ地方か ら四方に広がったこと,

オガン語のグループか ら上流から下流-分布

軍営を広げたことが事実であったとしても,

それは比較的最近の歴史に属するものであっ

て,それ以前には,パレンバ ン語の母体とな

った リアウマレー語,どこにあったかは分か

らないが現在のシラプラウパダン, トゥルン

スラパ ンの方言のもととなったマレー語,オ

ガン語,そして高地マレ一言吾が方言連鎖を形

成するような形で分化していったのではない

か,ということである｡このような考え方は,

また,高地マレー語の来源についても一つの

示唆を与える｡ もっともこの辺りのことにな

るともはやこれといった根拠を探すことが難

しく,ほとんど臆測の域を出ないのである｡

参 考 文 献

AbuKosimSindapati.1970.LocalDialectVaria-

tionsinKomering. Thesis.IKIPMalang.

Voorhoeve,P.1955.CriticalSurveyofStudie∫on

theLanguagc∫OfSumatra. Haag.

Walker,DaleF.1975.AlexicalstudyofLampung
dialects. InMisceZZaneou∫Studie∫iTlZndone∫ian

a21dLanguage∫inIndo7te∫3'a,editedbyJohnW.

M.Verllaar,pt.1,pp.1ト22.

1976.A GrammarofiheLampmg

Language:thePc∫isirDialectof Way Lima.

Jakarta.

Funke,F･W･1972･Abung･ⅠnEthnicGrouP∫of

h∫uZarSouthea∫tA∫ia,editedbyF.LeBar,et
α/.,γol.1,pp･35-38.
三谷恭之.1977.｢タイ･カダイ諸語の言語年代学
的考察｣『東南アジア研究』15(3):42ト429.

479


